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※事務局記入欄 

№ 168 

【様式２】 

エントリー学校名：熊本大学教育学部附属中学校 

活動名：教科等横断的な授業づくり～思考力育成を目指す研究の取り組み～ 

解決すべき課題：本校は「互いに響き合う、心豊かな附中生」の学校教育目標のもと、研究を行ってきた。し

かし，図１に示す通り，各教科と総合的な学習の取り組みに乖離が見られ，それを繋ぐ教科を位置づけるた

めに，学校全体としてどのような取組が有効か，教科間でどのような連携が行えるのか，また，育成すべき資

質・能力に準拠した評価をどのように行ったらよいか等の実践研究を行う必要性を感じていた。 

目標・方針：各教科と総合的な学習をつなぐ教科の位置づけと評価方法の模索 

(1) 本校が目指す資質・能力と単元開発  (2) 教科等横断的な学習課題とパフォーマンス課題の設定 

(3) カリキュラムと「思考力」の評価の観点の模索 

活動内容：各教科と総合的な学習をつなぐ未来思考科の単元開発，指導と評価の一体化 

(1) 本校が目指す資質・能力の要素と教科等横断的な単元開発 

(2) 開発した単元の全体配置（表１）と単元開発のメリット・デメリット 

(3) 教科等横断的な学習課題のレベルの設定（図２）(4)パフォーマンス課題の具体的実践例（表２） 

(5)ICE モデルを参考としたカリキュラム評価（図３）(6)ICE モデルを参考にした「思考力」の観点（表３） 

活動の成果：生徒や保護者に実施した質問紙調査や生徒の成果物による考察 
どの質問項目の平均得点も基準点 3.0 点よりも高く，未来思考科が各教科や総合的な学習の時間，さ

らには，日常生活の役に立つと答えている生徒が多くいた。（図４）「未来予想図を学校に残そう」というテー
マのもと，生徒が自ら興味のある課題を設定し，「未来の○○○」というテーマで自立的・協働的に探究活動
を行うという計画で実践した。（図５） 
アピールポイント（アイディアや工夫）：共に研究に取り組んだ職員の意見を紹介する。 

教科の枠を超えること，自身のカリキュラム・マネジメントをより意識していこうと思いました。他教科で育成さ

れる力との関連を考えることによって，自分が担当している教科の本質がより一層見えていくのだと思いました。 

 

＜写真、図表添付欄＞ 
図１：各教科との関わり                表１：単元の全体配置 
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図２：学習課題のレベル                 表２：開発した単元の学習課題のレベル 

 
図３：ICE モデルを参考にした評価の観点            図４：質問紙調査の結果 

 
図５： 
生徒の成果物 
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